
 

 

 

 

 

 

１学期が終了 ～「Dokidoki・Nikoniko・Wakuwaku」 の夏休みスタート～ 

                                                                     校長  上田 辰美 
 

新型コロナウイルス感染症拡大の第７波が伝えられる中での終業式となりましたが、全員が無事にそ

して安全に１学期を過ごすことができました。これまでのご家庭・地域の皆様方のご協力に心より感謝申

し上げます。 

 

子どもたちにとって、PTA スローガン「Dokidoki・Nikoniko・Wakuwaku」にぴったりの夏休みがスタ

ートします。みなさんは、夏休みのどんな思い出を胸に広げられますか。 

私は、夏休みと聞くと胸がきゅんとします。昭和の夏。自然の中でたっぷり遊んだ時間がよみがえってき

ます。朝のラジオ体操前にみんなで夢中になった「じゅうじか」遊び。あちこちの路地は、線がかける石

（通称チョーク石）で描かれた陣地の枠線跡でにぎやかだったものです。夕方にもこの遊びで夢中にな

ることが多く、誰かのお家の方から「ご飯やよ。入りなさい。」の声がかかると、解散することがならわしと

なっていました。蛍草を牛乳瓶に詰め込んで出かけた蛍とり。土の庭に穴を掘って夢中になったビー玉遊

び。指先に力を入れすぎて爪が痛くなっても、暗くなるまでやっていたことを覚えています。子ども会の海

水浴から帰ってきて、疲れの中でうとうとした縁側の涼しさ、祖母が湧かしてくれたお風呂の薪の香りと

セミの声。今でも薪の香をかぐと、幸せな眠りの中で感じていたあの時のことを思い出します。 

中学生の頃は、蛸島の友達の家まで自転車で出かけ、鉢ヶ崎で泳いだこともありました。（往復約４０キ

ロ、今思うと逞しいなあと感じます。）バケツの水に足を入れて暑さをしのぎながら勉強したこと、夏休み

中の実力テストを終えて、友達とスカートを仰ぎながら自転車で帰った田んぼ道。そして見上げた大きな

入道雲と輝く夏の空。・・・たくさんの思い出がよみがえってきます。 

 

子どもにとって夏休みは本当に格別なものだと思います。この夏が、子どもたちにとって思い出いっぱい

のものとなることを願わずにはいられません。思い出はどこかに出かけてできることもありますが、ささや

かな日常の中で温められ、体のどこか片隅にしっかり息づいていくもののように思います。子どもたちの

毎日の生活が豊かでありますように・・・。 

そして、終業式では、子どもたちに次のことを伝えました。恒例の 

①「自己教育力」を大切にして、自分の生活をコントロールし、自分をよりよく高めること、 

②「危険察知能力・危機回避能力」を磨き、安心・安全に過ごすこと、 

そして、今年度加えたことは、 

③「心力」を磨くことです。具体的には、「感謝すること、思いやること、我慢すること」です。 

子どもたちにそのような姿が見られた時は、うーんとほめていただけたらと思います。 

７月２１日から８月３１日までの夏休み中の生活面に関しましては、ご家庭でのご協力をお願いすること

が多くなりますが、なにとぞよろしくお願いいたします。 

■  新しい仲間を迎えました 
 ４年生に、転入生として村上アメティスさんを迎えることができました。 

迎える会では、３・４年生がクイズ形式でアメティスさんの好きなものを紹 

介してくれました。これから、アメティスさんに大谷小中学校のよさをたく 

さん知ってもらえるよう、全校生徒２４名で一緒に頑張っていきましょう。 

 

■  授業参観・給食試食会・食育講話 

 ７月４日に、授業参観が行われました。だんだん広場に大型テレビを 

設置してオンラインでプール学習の様子を見ていただくという初めての 

取組もありました。当日は、保護者の方のみでなく、学校評議委員の皆 

様にもご来校いただき、本校の子供たちの様子をご覧いただきました。 

また、合わせてＰＴＡ保健安全委員会主催の給食試食会と保護者の和 

田さんを講師とした食育講話もあり、保護者の方と子供たちが一緒に食 

について考える貴重な機会となりました。食育講話では、インスタント 

のだしと天然の食材からとっただしを飲み比べたり、大谷の塩と他の塩 

を食べ比べたりして、楽しみながら学ぶことができました。企画・運営 

いただいた保護者の皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■  後期球技大会 
 ７月１２日に、後期のドッジボール大会がありました。先生方も入って、 

３チームに分かれた試合の後、生徒チームと先生チームでの熱い戦いもあり 

ました。 

 暑い中でしたが、体育館に元気な声が響き渡り、笑顔あふれる楽しい時間 

となりました。学年を越えて、励ましの声を掛け合ったり、生徒と先生方が 

一緒になって取り組める大谷小中学校のよさを改めて感じることができまし 

た。 

 夏休み、２学期とさらに大きな行事が続きます。このパワーを生かして、 

それぞれが活躍できるよう期待しています。 

 

大谷小中学校だより 
N０.４ 

令和４年 ７月２２日 

珠洲市立大谷小中学校 

 

今回の食育講話では、改めて調味料

や地元の味についてふれることができ

たなと思います。普段、料理に使われて

いるけど、だしなどだけではあまり飲まな

いので、新鮮な経験になりました。また、

１番驚いたのが野菜のアレンジについて

です。なぜかというと、包丁１本でいろん

な植物を再現するのがすごいなと思った

からです。 

普段食べている和食でも、気にしてみ

るとたくさんのことが分かるんだなと思

いました。                    瞳依 

                                           

新谷 瞳依 

ほんだしと、こんぶとかつおのだし。ほ

んだしはもう完成されたうまさがあり、か

つおのおだしはうすいかな?と思っても

じんわりとうまみが残る感じがあり、面

白かった。塩くらべは、やっぱり塩田の塩

がまろやかな感じがしました。飾り切り

も非常に美しく、あれだけでもう一品に

なる存在感でした。 

みんな食べるのが大好きなので、食

材や調理にも興味をもって、やってみて

くれるとうれしい。とても面白い企画でし

た。                        保護者 

                                       



ご厚志ありがとうございます 

 

■  命や健康を守るために 
 夏休みを前に、自分や他の人の命を守るための様々な講習会が行われました。もう一度、学んだ内容を思い出し

て、命や安全を守る行動について考えてみたいと思います。 

●心肺蘇生法講習会 

７月４日に、ＰＴＡ保健安全委員会の主催で、大谷消防署珠洲分署の皆様に来ていただき、心肺蘇生法講習会が

行われました。子供たちと保護者・地域の方・職員がともに、ＡＥＤの使い方等について学びました。参加者の多

くから、日常的に使うものではないため、忘れていることを思い出したり再確認したりすることができたという声

が聞かれました。いざというときのために、日頃から様々なイメージをしておきたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●水難事故防止教室 

７月７日に、能登海上保安署と珠洲消防署大谷分署員の方々をお招きして、おぼれた時の対応やライフジャケッ

トの正しい着用、離岸流の見つけ方と対処方法について教えていただきました。 

 

 

 

 

 

●交通安全教室 

７月１１日に、前期交通安全教室がありました。珠洲警察署員の 

方々に来ていただき、自転車の乗り方と横断歩道の渡り方を教えて 

いただきました。大谷の道路は、自動車がスピードを出して通ると 

いうことも学びました。夏休み中も振り返っての確認を忘れず、 

交通安全に気を付けましょう。 

●薬物乱用防止教室 

 ７月１３日に７．８年生を対象に、薬物乱用防止教室を開催いたしました。能登北部保健福祉センターから講師

の方をお招きしてご講話をいただきました。薬物乱用というと子供たちの生活とは遠い話のようですが、薬の服用

の仕方やアルコール、たばこの影響について考えることで、身近なところから薬物乱用の怖さをイメージすること

ができていました。 

 

 

 

 

 

 

■  エイデン先生とのお別れ会 
 １学期で離任されるＡＬＴのエイデン先生とのお別れ会がありました。 

６年間という長い間、大谷小中学校で前期の英語や外国語活動のご指導をい 

ただきました。お別れ会の最後には、「やさしさに包まれたなら」のギターの 

弾き語りで、最後まで子供たちの心に響くメッセージをいただきました。 

 楽しいゲームを準備してくれた６年生の皆さん、ありがとうございました。 

 

■  学校外での活躍  

「咲かせよう最高の笑顔！最高のステージで！」 

石川県中学校体育大会 スローガンの部で、７年   愛心さんの作品が 

優秀賞を受賞しました。５千点の応募からの受賞です。 

いろいろな分野への挑戦は素敵です。夏休みを利用して、全校児童・生徒が、様々な分野への応募に挑戦し 

くれるものと思います。 

 

 

 

 

 

 

日 曜 学 校 の 教 育 活 動 日 曜 学 校 の 教 育 活 動 

1 月 安全点検 17 水 学校閉庁日   停電点検8:30～9:30 

2 火   18 木 職員会議 9:00 

3 水 金大連携サポート研修会 

14:00～15:30  武居先生来校 

19 金 ＰＴＡ役員会 18:30 

4 木 ８年わく・ワーク体験 

9:00～15:00能登塩田村・大谷郵便局 

20 土   

5 金 ８年わく・ワーク体験 

9:00～15:00能登塩田村・大谷郵便局 

21 日   

6 土   22 月   

7 日   23 火   

8 月   24 水   

9 火   25 木   

10 水 演劇と星空を通して未来を語る会  

14:00～ 

26 金 全校登校日  陶芸教室 

児童生徒委員会 

11 木 リフレッシュウィーク 

（～17日） 

27 土   

12 金 学校閉庁日 28 日   

13 土 砂取節祭り 29 月   

14 日   30 火 校内研修 ９：３０ 

金沢大学 加藤先生来校 

15 月 学校閉庁日 31 水  

16 火 学校閉庁日    

 

 

 

たばこは、肺がんになったり、お酒だと飲みすぎると死にかかわることがある。薬

物乱用は、脳の働きをダメにしてしまったり、捕まってしまうことが分かりました。ほ

とんどの大人がお酒を飲むのを見るけど、お酒も飲みすぎると意識がはっきりしな

くなり、薬物乱用と似ているなと思いました。最近は、かっこいいからたばこを吸っ

ているということを聞いて、肺がんになったりするから軽い気持ちで吸ったらダメだ

なと思いました。                                            紗香 

私は、この心肺蘇生法は２回目である。しか

し、心肺を蘇生する方法を忘れていて、配られ

た紙を見ながらやった。もちろん実際に人が

倒れていた時には、心肺蘇生法が書いてある

紙などない。そのような場面に出くわした時

に、しっかりと対処できるよう、心肺蘇生法を

頭の中にとどめておきたい。          駿介 

 ぼくは、はじめて、海とか川とかおぼれたりするんだなと分かりまし

た。海は行っていいけど、りがんりゅうには、気をつけてほしいんだなと

分かったし、おぼれたりしてほしくないんだなとたくさん分かりました。 

たかひと 

祭礼参加についてのお願い 

祭礼に参加する場合は、必ず事前に「祭礼参加届」を記入して、学校に提出してください。 参加届は、職員室

に用意してあります。 

○常俊さんから、きゅうり、わかめ、そうめん南瓜などをいただ

きました。ありがとうございました。 


